


































































































審査結 果  の要
旨
 著者は正常海狸¢)内耳前庭膜様迷路(隠構・聴斑等)を位相差顕微鏡及び電子顕微鏡を用い
 て観察した。
 最も興味あるはCupuユaの擶造であるが,著者の所見からは,これに関するWit毛maack
 の見解は支持されない。
 著者によればGupulaの自由面に特別の被膜は認められず,只その基質が幾分密となって
 直接内リンパ液に接している。叉GUpu■aの底面からは円柱形の空隙が頂上に向って幾分求.
 心的に規則正しぐ走行している。聴櫛の感覚細胞から出た感覚毛はCupuia下腔に突出しそ
 の一部には僅に上述のeupula管腔中に穿入するものが見られたが,多くはCupulaの底
 面に接するのみであった。この関係は聴斑に齢いても全ぐ全様で,磁覚毛と耳石膜実質との間
 には特…記すべき連絡像は認められなかった。
 一個の毛細胞の表面からは多数4)stereociユia〔聴櫛の毛細胞では40本}卵形斑の毛
 細胞では60-80本,円形斑では約50本)と一本のKinociliumとが簇生している。
 感覚毛は東になって毛束を形成しその横断像は照々六角形を呈し個々の6七ereOciユiaは
 互にその限界膜を接しつx規則正しく配列し,而もKinOc且iumはその六角形の一痙の角
 に偏.在している。
 叉著者は糠荘及び聴櫛の上皮がフラスコ型及び円柱型の二種の感覚細胞と支持細胞とから成
 ることを見ているが,Pla且ase皿iluロata及び聴櫛の裾野に相当して分枝上皮細胞
 (わraロcheαepltheliarceU}を観察し,,この暗祝性の細胞は複雑な基底陥入を
 有して居り,その周囲には広い液腔が見出された。この細胞がm囎帯上皮細胞及び聯田尿管上
 皮細胞に類似の形態を示すことから分泌或は吸収機能を有し内リンパ圧の調節に関与するもの
 であろうと想像している。
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